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ダ
ム
湖
見
下
ろ
す
龍
神
の
社

丹
生
川
上
神
社

上
社
（
川
上
村
）

莢莢

莢莢

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
川
上
村
迫
８
６
９
の
１

（
祭
神
）
高
龗
大
神

（
交
通
）
近
鉄
大
和
上
市
駅
か
ら
バ
ス
で

「
ホ
テ
ル
杉
の
湯
」
停
留
所
ま
で

約

分
。
徒
歩
約

分

（
拝
観
）
自
由

（
駐
車
場
）
有
り

（
電
話
）
０
７
４
６
・

・
０
７
３
３

大
滝
ダ
ム
建
設
に
伴
っ
て
現
在
地
に
遷
座
し
た
丹
生
川
上
神
社

上
社
の
拝
殿
‖
川
上
村
迫
で

丹
生
川
上
神
社
は
、
６
７

５
（
天
武
天
皇
４
）
年
の
創

建
と
さ
れ
、古
来
よ
り
祈
雨
、

止
雨
の
社
と
し
て
朝
廷
か

ら
重
ん
じ
ら
れ
ま
し
た
。
平

安
時
代
の
「
延
喜
式
神
名

帳
」
に
記
さ
れ
ま
し
た
が
、

室
町
時
代
後
期
に
は
所
在
不

明
に
。
し
か
し
、
明
治
〜
大

正
時
代
に
現
在
の
上
社
（
川

上
村
）、中
社（
東
吉
野
村
）、

下
社
（
下
市
町
）
が
同
神
社

と
由
緒
が
あ
る
こ
と
が
順
次

確
認
さ
れ
、
１
９
５
２
（
昭

和

）
年
に
別
々
の
宗
教
法

人
と
し
て
独
立
し
ま
し
た
。

上
社
は
、
水
を
掌
握
す
る

龍
神
で
あ
る
高
龗
大
神
が

ご
祭
神
で
す
。
大
滝
ダ
ム
建

設
に
伴
い
、
１
９
９
８
年
に

高
台
に
遷
座
し
ま
し
た
。
そ

の
際
、
旧
社
地
で
宮
の
平
遺

跡
（
縄
文
時
代
）
が
発
掘
さ

れ
、
細
長
い
石
棒
（
長
さ

㌢
前
後
）
が

本
以
上
見
つ

か
り
、
縄
文
時
代
中
期
末
〜

後
期
初
め
（
約
４
０
０
０
年

前
）
の
祭
祀
跡
と
み
ら
れ
て

い
ま
す
。

現
在
の
拝
殿
、
本
殿
が
あ

る
境
内
に
は
、
遷
座
前
の
旧

社
地
を
遠
く
か
ら
拝
む
「
元

宮
遙
拝
所
」
が
設
け
ら
れ
、

平
安
時
代
の
敷
石
遺
構
が
旧

社
地
か
ら
移
転
・
復
元
さ
れ

て
い
ま
す
。

年
間
神
事
は
、
古
く
か
ら

の

月
の
例
大
祭
に
加
え

て
、

年
の
遷
座
を
祝
う
春

季
大
祭
も
３
月
に
催
さ
れ
ま

す
。
ダ
ム
湖
「
お
お
た
き
龍

神
湖
」
を
見
下
ろ
す
場
所
に

あ
る
た
め
「
天
空
の
社
」
と

呼
ば
れ
て
お
り
、
龍
神
総
本

宮
と
し
て
新
た
な
伝
統
を
築

い
て
い
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

柳
原
恵
子
）


